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No, 実施⽇ 連携先 概要 内容 担当部署

1 5⽉ 宝塚阪急 ⼦どもとの交流活動
児童教育学科の学⽣が⼦ども向けに、⼤切な⼈へのメッセージ
を送るために、カードづくりを⾏った。

児童教育学科

2 5⽉
兵庫県 阪神南県⺠センター 採択4事業

・Eatsプロジェクト
・⼥性のライフステージ

兵庫県阪神南県⺠センターが補助する「⼤学⽣による地域創⽣
事業」つながり交流祭に参加の上、実施事業の紹介を⾏った。

社会連携推進センター

3 5⽉
兵庫県 企画部 地域振興課 ⼤学等との連携による

地域創⽣活動⽀援事業
特に⾹美町、⽇⾼町が対象として、⼤岡⼭グリーンキャンパス
を拠点とした、⼈材交流を促進する取り組みを⾏った。

社会連携推進センター

4 5⽉
尼崎市 福祉課 尼崎市⽀え合いを育む

⼈づくり⽀援事業
ゼミ⽣が福祉活動⽀援を⾏った。
・NPO法⼈スマイルひろば
・NPO法⼈やんちゃんこ

社会連携推進センター

5 5⽉ 阪神電鉄株式会社 他
尼崎市の⼥性を中⼼としたまちづく
りプロジェクト

コロナ禍という不確実な状況下において住み続けられる
尼崎市のまちづくり、QOLの向上、及び⼥性の活躍推進
をテーマに活動した。

社会連携推進センター

6 5⽉ 尼崎市⽴地域総合センター神崎
地域の⼩中学⽣の遊び・スポーツの⽀
援、学習⽀援

実施⽇の放課後の時間帯に、尼崎市⽴地域総合センター神崎
へ、2名ずつ出向き、⼩中学⽣の遊びやスポーツ、学習⽀援を
⾏った。

総合健康学科3年江嵜ゼミ
（科⽬「健康学演習」）

7 7⽉
尼崎市 こども教育⽀援課 ⼦どもの育ち⽀援会議 不登校⽣救済のためのハートフルフレンド制度の育成と普及活

動、テキストの作成を⾏った。
社会連携推進センター

8 8⽉ 尼崎市 ⽣涯、学習！推進課 みんなのサマーセミナー
尼崎市内の教育の活性化、促進を⽬的としてみんながセンセ
イ、みんながセイトのコンセプトで学習機会を創造した。

社会連携推進センター

9 8⽉ 宝塚阪急
カレーグランプリ ⾷物栄養学科の学⽣が、宝塚阪急店-カレーグランプリに、「ま

ろやか果実トロピカリーカレー」で参加し、参加7⼤学中第3位
となった。

⾷物栄養学科+
広報戦略室

10 9⽉ ⾹美町 ふるさと塾の開催
⾹美町にある公⺠館にて地元の⼦どもたちへのふるさと塾の開
催をしした。

経営学部のゼミ⽣+
社会連携推進センター

11 9⽉ フジッコ株式会社 ヨーグルトによるフレイル予防講座
本学のシニアコース⽣を対象に、フジッコ株式会社が、カスピ
海ヨーグルトの作り⽅や効果について9⽉から数回の講義を⾏っ
た。

⾷物栄養学科+
社会連携推進センター
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12 9⽉ 株式会社 栄⽔化学
⼥性のライフステージを考慮した
継続就業について考える

株式会社栄⽔化学様の30歳代の⼦育て中の⼥性2名と50歳
代の⼦育てを終えた管理職の⽅にインタビューを実施
し、学⽣⾃⾝のキャリアプランを深く考える取り組みを
⾏った。

社会連携推進センター

13 10⽉ 商⼯会議所 尼いも委員会 尼いも奉納祭 尼いもの普及活動と⽂化普及を⾏った。 社会連携推進センター

14 10⽉ 川⻄阪急 キッズフェスティバル
児童教育学科の学⽣が、⼦ども向けにスポーツ教室や模擬店を
出店した。

児童教育学科+
広報戦略室

15 10⽉
南あわじ市
淡路三原⾼校

幼教sonodaとゆめるん南あわじ
交流プロジェクト
「保育学⽣と保育に興味をもつ⾼校⽣と

南あわじ市交流合同ゼミ（３ゼミ）を編成して、各ゼミの特徴
を活かして、”⾼校⽣が遊びを体験しながら保育の理論を学ぶ”
交流会を実施した。

幼児教育学科
南あわじ市交流ゼミ
（久保⽥・林・向井）

16 10⽉
尼崎市農地再⽣協議会 ⽥能の⾥芋 ⽥能の⾥芋、尼いもをメインにした地場野菜の活性化、成分分

析、給⾷メニューを開発した。
社会連携推進センター

17 11⽉
南あわじ市
⼦育て⽀援センター（ゆめるんセン
ター）

幼教sonodaとゆめるん南あわじ
交流プロジェクト
「あそびとおはなしの広場」

南あわじ市交流合同ゼミ（3ゼミ）が、⼿遊び、エプロンシア
ター、ふれあい、運動遊びやゲーム等を通して、市内の親⼦と
遊んだり、保護者の感想を聞いたりして交流した。

幼児教育学科
南あわじ市交流ゼミ
（久保⽥・林・向井）

18 11⽉
兵庫県警
少年サポートセンター

不登校⽣徒の活動⽀援 G中学校に出向き、不登校⽣徒の活動⽀援を⾏った。
総合健康学科
養護コース1・2年⽣
総合健康学科江嵜ゼミ⽣

19 12⽉ 川⻄阪急 クリスマスコンサート 児童教育学科の学⽣が、ハンドベルの演奏を⾏った。 児童教育学科

20 12⽉
ひょうご神⼾プラットフォーム COC+認可校として継続事業

⼦育て⾼齢化領域の講演会を実施した。 社会連携推進センター

21 12⽉
⼤学コンソーシアムひょうご神⼾ ボランティア活動

キッズフェスティバル
⼤学コンソーシアムひょうご神⼾が主催するキッズフェスティ
バルへの参画、ボランティア活動を推進した。

社会連携推進センター
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22 2⽉
ひょうご神⼾プラットフォーム COC+認可校として継続事業

歴史と⽂化領域のシンポジウムを実施した 社会連携推進センター

23 2⽉
南あわじ市 幼教sonodaとゆめるん南あわじ

交流プロジェクト
短期⼤学部 幼児教育学科の学⽣が絵本を紹介する冊⼦を作成
し、南あわじ市へ贈呈した。

幼児教育学科

24 2⽉
契沖の会 契沖顕彰短歌⼤会

契沖を顕彰する短歌の募集とその表彰式を実施した。 社会連携推進センター

25 2⽉ ＦＭあまがさき 地域活動報告の収録
「尼崎市が取り組む⾼校⽣・⼤学⽣の地域活動⽀援」のコー
ナーで「神崎」での活動を報告した。

総合健康学科3年
江嵜ゼミ
（科⽬「健康学演習」）

26 3⽉ 尼崎市 道路整備課 阪急塚⼝駅〜JR塚⼝駅整備事業 塚⼝駅前の道路整備に係る阪急塚⼝駅前の社会実験を⾏った。
経営学部ゼミ⽣+
社会連携推進センター

27 3⽉ 兵庫県 阪神南県⺠センター 地元産業活性化
都市部ではちみつを作っている産業応援として「養蜂フェス
ティバル」への参加及び、はちみつドーナッツの提供をした。

社会連携推進センター


